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◦
令
和
7
年
度
斜
里
町
公
共
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
2
回
）
に
つ

い
て

1111
　　
月月
　　  

臨
　
時
臨
　
時
　　  

会
　
議
会
　
議

1111
月月
2626
日日

　

今
回
の
臨
時
会
議
に
お
け
る
補
正
予

算
は
ほ
と
ん
ど
が
※

人
事
院
勧
告
に
基

づ
く
給
与
に
関
す
る
追
加
と
更
正
で
す
。

【
総
　
務
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
庁
舎
内
維
持
管
理
事
業

３
９
８
万
円

　

役
場
庁
舎
1
階
暖
房
機
設
置
工
事
費

他
、
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ー
ブ
６
台
の
追
加
。

◦
賦
課
徴
収
費
事
業　
　

１
１
4
万
円

　

家
屋
評
価
シ
ス
テ
ム
の
更
新
で
、
サ

ー
バ
ー
リ
ー
ス
を
廃
止
し
て
５
年
間
で

４
６
０
万
円
の
経
費
削
減
を
図
る
事
業

で
す
。

【
そ
の
他
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
令
和
7
年
度
斜
里
町
国
立
公
園
内
森

林
保
全
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
回
）
に
つ
い
て

◦
令
和
7
年
度
斜
里
町
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
回
）
に

つ
い
て

◦
令
和
7
年
度
斜
里
町
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
2
回
）
に
つ
い
て

◦
令
和
7
年
度
斜
里
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
2
回
）
に
つ
い
て

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算
　
第
4
回
　

■ 

条
　
例
　
改
　
正

◦
斜
里
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◦
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
◦
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◦
斜
里
町
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

◦
斜
里
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

※人事院勧告とは、国家公務員の処遇を改善するための仕組みで、※人事院勧告とは、国家公務員の処遇を改善するための仕組みで、
地方公務員の給与にも影響します。地方公務員の給与にも影響します。
　人事院勧告が行われると、地方公務員の給与改定・ボーナスの是　人事院勧告が行われると、地方公務員の給与改定・ボーナスの是
正が行われるのは、人事院勧告とほぼ同じ時期です。正が行われるのは、人事院勧告とほぼ同じ時期です。
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◦
芸
術
文
化
公
演
助
成
事
業
費

１
０
０
万
円

◦
健
康
推
進
・
ス
ポ
ー
ツ
普
及
事
業
費

　

１
２
５
万
円

　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
上
位
大
会
出
場
助
成

金
の
追
加
。

◦
学
校
給
食
供
給
事
業
費　

５
８
６
万
円

　

賄
材
料
費
の
追
加
。

◦
学
校
給
食
施
設
維
持
管
理
事
業
費

　

１
７
２
万
円

　

修
繕
料
と
燃
料
費
の
追
加
。

　

他
、国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

12 月12 月 定 例定 例 会 議会 議 12月17〜19日12月17〜19日

【
総
務
費
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
町
営
住
宅
管
理
事
業
費

５
５
０
万
円

　

町
営
住
宅
修
繕
料
の
追
加
。

◦
公
設
街
路
灯
維
持
管
理
事
業
費

１
９
８
万
円

　
街
路
灯
の
修
繕
料
と
電
気
代
の
追
加
。

【
民
生
費
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
運
営
支
援
事
業
費

９
１
７
万
円

　

ウ
ト
ロ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
運
営
費

助
成
金
追
加
。

【
衛
生
費
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
廃
棄
物
処
理
事
業
費　

８
９
１
万
円

　

修
繕
料
と
燃
料
費
等
の
追
加
。

【
農
林
水
産
業
費
】
　
　
　
　
　
　
　

◦
農
業
振
興
事
業
費　
　

６
１
８
万
円

　

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
補
助
金

及
び
麦
・
大
豆
生
産
技
術
向
上
事
業
補

助
金
の
追
加
。

【
商
工
費
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
観
光
振
興
開
発
事
業
費

　

３
１
７
万
円

　

ウ
ト
ロ
域
内
交
通
支
援
事
業
助
成
金

の
追
加
。

【
土
木
費
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
土
木
車
両
維
持
管
理
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　

８
６
０
万
円

　

除
雪
車
両
の

修
繕
料
と
消
耗

品
の
追
加
。

◦
道
路
維
持
管
理
事
業
費

　

１
１
０
万
円

　
一
般
道
路
補
修
業
務
委
託
料
の
追
加
。

【
教
育
費
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
学
校
行
事
・
団
体
支
援
事
業
費

２
７
２
万
円

　

体
育
文
化
振
興
助
成
金
の
追
加
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
回
）	

１
3
１
億
１
０
２
９
万
９
千
円

	

（
５
９
５
２
万
５
千
円
追
加
）

　12月定例会議では、補正予算４件を始め議決議案８件、条例７件、人事案件１件、

意見書１件と、一般質問６名・９項目の質問及び審議が行われました。
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◦
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
確
立
に
関

す
る
予
算
の
拡
充
等
を
求
め
る
意
見

書

・
提
出
者
　
若
木
　
雅
美

＊
可
決
の
上
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま

し
た
。

■
意

見

書

■
斜
里
町
情
報
公
開
審
査
会
委
員

　

瀧 

川　
　

 

誠
、
田 

畑　

芳 

子

　

横 

内　

正 

元
、
遠 

藤　

雄 

大

　

林 　
　

宏 

樹

■
人
事
案
件
（
敬
称
略
）

◦
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
会
へ
の

加
入
に
つ
い
て

　

公
平
委
員
会
に
関
す
る
事
務
の
共
同

処
理
を
行
う
た
め
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公

平
委
員
会
に
加
入
し
ま
す
。

◦
斜
網
地
区
廃
棄
物
処
理
組
合
の
設
立

に
つ
い
て

　

斜
網
地
区
１
市
５
町
（
網
走
市
、
美

幌
町
、
斜
里
町
、
清
里
町
、
小
清
水
町
、

大
空
町
）
が
ご
み
処
理
施
設
の
設
置
、

管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
事
務
を
共
同

処
理
す
る
た
め
組
合
を
設
立
し
ま
す
。

◦
公
の
施
設
（
斜
里
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
）
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

◦
公
の
施
設
（
斜
里
町
高
齢
者
生
活
福

祉
セ
ン
タ
ー
）
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

◦
公
の
施
設
（
み
ど
り
工
房
し
ゃ
り
交

流
広
場
・
多
目
的
広
場
等
）
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◦
公
の
施
設
（
道
の
駅
し
ゃ
り
）
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議　
決　
議　
案

◦
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

持
続
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

充
実
を
図
る
た
め
に
納
税
証
明
書
等
に

係
る
手
数
料
を
見
直
し
ま
す
。

◦
斜
里
町
都
市
計
画
税
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
町
税
条
例
に
お
い
て
規
定

し
て
い
ま
し
た
が
総
務
省
が
示
す
条
例

準
則
と
は
異
な
る
条
例
と
な
っ
て
い
る

た
め
先
の
町
税
条
例
の
改
正
に
併
せ
て

新
た
に
制
定
し
ま
す
。

条　
　
　
例

◦
斜
里
町
納
税
奨
励
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

斜
里
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
解

散
し
て
い
る
た
め
町
税
条
例
の
改
正
に

併
せ
て
こ
の
条
例
を
廃
止
し
ま
す
。

◦
斜
里
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

行
政
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、

証
明
書
の
交
付
に
係
る
経
費
と
現
在
の

手
数
料
と
の
間
に
差
が
生
じ
て
い
る
た

め
手
数
料
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

◦
斜
里
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

印
鑑
登
録
及
び
証
明
書
の
交
付
に
あ

た
り
証
明
書
の
構
成
に
関
わ
り
の
な
い

も
の
と
認
め
ら
れ
る「
性
別
の
区
分（
男

女
の
別
）」
の
取
扱
い
を
廃
止
す
る
た

め
の
改
正
で
す
。

◦
斜
里
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、
保
育
所

等
の
職
員
に
よ
る
虐
待
に
関
す
る
通
報

義
務
等
が
創
設
さ
れ
た
た
め
、
対
象
と

な
る
施
設
等
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

◦
公
の
施
設
（
道
の
駅
う
と
ろ
・
シ
リ

エ
ト
ク
）
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

◦
公
の
施
設
（
ウ
ト
ロ
温
泉
夕
陽
台
の

湯
）
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

◦
斜
里
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
規

定
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
児
童
福

祉
法
の
認
可
基
準
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。
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全員協議会 全員協議会とは、町政全般にかかわる事項や、議会の運営に関する事項などを
協議するため、全議員で行う会議です。

〈12/17〉ごみの広域処理及び斜里町最終処分場の整備方針について
　処分場の容量不足と、近年の豪雨による水処理能力の限界に加え、物価高騰に伴う整備費の増大と、大型事
業の重複による将来的な財政負担の集中が深刻な課題となっています。 雨水の影響を防ぎ維持管理費を抑え
られる「屋根付き（クローズド型）」施設の採用を軸に、年度ごとの支出を分散させる工夫や、施設をより長
持ちさせるための効率的な運用方法について議論しました。

〈12/17〉斜里町地域公共交通計画（案）について
　人口減少や深刻な運転手不足（ハイヤー運転手の平均年齢は65歳超）により、従来の交通網の維持が限界
を迎えています。「維持」から「最適化」への転換を掲げ、AIを活用したデマンド交通（予約制乗合タクシー等）
への移行、ウトロでの公共ライドシェア導入が議論されました。８年間の計画の中で、既存の資源（車や人）
をどう有効活用し、財政的にも持続可能な仕組みをどう構築していくのかが重要なポイントです。

〈12/18〉学校給食費の改定について
　食材価格の著しい高騰の影響でパン、麺類、米、牛乳などの主要食材が大幅に値上がりし、現在の価格設定
では国の定める栄養基準を満たす給食の提供が困難になっています。令和８年４月からの改定案では、１食あ
たり約40円〜 50円、年額で約7,000円〜 9,000円の増額となり、過去最高（平均13.82％）の上げ幅となる見込
みです。
　現在は増額分を町が負担して保護者負担を据え置いていますが、社会情勢の急激な変化により、給食制度の
持続可能性を再検討する時期に来ており、今後の方向性について議論がなされました。
　内容としては国の制度対象外となる可能性がある中学生への配慮や、新給食センター稼働に合わせた「完全
無償化」の実現に向けた町長の公約、国の交付金等の活用による保護者負担の軽減などを協議しました。

〈12/18〉体育施設指定管理事業について
　町直営や各団体への委託によるこれまでの施設管理では、管理を担う人材の不足や高齢化が深刻化しており、
安定的な運営が困難になっています。また、多くの体育施設では老朽化が進んでおり、限られた予算と人員の
中でいかに効率よく施設を維持し、住民サービスを向上させるかが喫緊の課題となっています。
　課題解決の方向性として民間活力の導入を検討しており、事業者が自ら収益を上げ工夫できる「指定管理者
制度」を検討しているとの町の説明がありました。部活動の地域移行の受け皿としての期待や、将来的な受益
者負担（利用料）の考え方、さらに近隣自治体との施設相互利用を含めた将来的な施設の取捨選択についても
踏み込んだ議論が行われました。

〈12/18〉博物館リニューアル整備事業について
　築47年を超え施設の老朽化が深刻なほか、空調の欠如による資料保存や利用者の健康への悪影響、現行基準
に満たない耐震性への不安が大きな課題となっています。多額の改修コストを抑えつつ安全をどう確保するか、
また町民や観光客を惹きつける「魅力的な展示コンセプト」や「収益性・効率性」の視点などが協議されました。

〈12/19〉国保病院の経営状況について
　常勤医師が２名に減少したことで診療体制の縮小を余儀なくされ、年間約2.6億円という極めて厳しい収支
赤字と、運転資金の不足が見込まれる深刻な事態にあります。
　「医師を４名に増員して経営回復を図る」という町の計画に対し、議員からは実現性を疑問視する声が相次ぎ、
増員できなかった場合の医療サービス（救急等）への影響や、最悪の事態を想定した「現実的なシナリオ」の
提示を求める議論が集中しました。

〈12/19〉第７次斜里町総合計画実施計画書について
　予定している大型事業をすべて実施した場合の中期財政計画が示されました。その財政計画では人件費増に
より令和10年度に基金（貯金）が枯渇し、将来の借金返済負担（実質公債費比率）が令和15年に国の制限寸前
の17.8％まで悪化する見通しです。そのため、 全事業の実施は困難であるとの認識の上、「命と暮らし」を最
優先とした事業の厳しい取捨選択や、実施時期の延期・平準化、民間連携によるコスト抑制の必要性が議論さ
れました。
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員
の
委
員
は
２
倍
、
⑷
職

員
は
１
倍
と
あ
る
が
、
斜

里
町
の
条
例
で
は
、
⑶
の

行
政
委
員
会
等
の
号
が
あ

り
ま
せ
ん
、
な
ぜ
除
か
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
規
定
を
し
な
か

っ
た
明
確
な
理
由

が
な
い
こ
と
か
ら
、
速
や
か

に
条
例
改
正
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
参
酌
基
準
は

上
限
を
定
め
た
も
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

が
独
自
で
基
準
の
範
囲
内

で
定
め
る
こ
と
は
可
能
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
条
例
の

適
用
が
軽
過
失
の
み
で
あ

る
事
を
考
慮
す
る
と
、
今

ま
で
の
条
例
の
基
準
給
与

年
額
の
倍
数
の
半
分
と
す

る
条
例
に
改
正
を
す
べ
き

で
は
。

　
北
海
道
や
近
隣

自
治
体
の
状
況
を

踏
ま
え
て
検
討
し
ま
す
。

一 般 質 問 12月定例会議

木村 耕一郎 議員

今年は鮭鱒大不漁‼ブリなどの他魚種の
付加価値をつけ漁業者収入の補完を問

極力早期に取り組む町長

　

鮭
が
前
年
対
比
21

％
と
大
不
漁
で
、
そ

の
代
わ
り
ブ
リ
や
ふ
ぐ
な

ど
が
大
量
に
網
に
入
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ブ

リ
の
価
格
は
他
地
域
と
比

較
す
る
と
ま
だ
ま
だ
安
く
、 

ブ
リ
の
高
価
格
を
目
指
す

た
め
に
は
、
漁
業
者
自
ら

が
「
船
上
活
じ
め
」
を
す

る
な
ど
魚
の
価
値
を
高
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ふ
ぐ
も
北
海
道
が
生
産

高
日
本
一
で
、
斜
里
町
も

１
７
０
ト
ン
の
水
揚
げ
が

あ
り
ま
す
が
、
ふ
ぐ
を
処

問

理
す
る
た
め
に
は
免
許
が

必
須
で
、
町
内
で
免
許
を

保
有
す
る
人
が
い
な
く
、

ふ
ぐ
処
理
免
許
の
取
得
者

の
増
加
を
図
る
必
要
性
が

あ
り
ま
す
。 

　

高
付
加
価
値
化
、
ブ
ラ

ン
ド
化
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、「
ブ
リ
の
船
上
活

じ
め
」の
機
材
導
入
や「
ふ

ぐ
免
許
」
の
取
得
に
対
し

て
助
成
を
す
べ
き
で
は
。

　
両
漁
業
協
同
組

合
と
具
体
的
な
施

策
を
検
討
し
、
極
力
早
期

に
取
り
組
む
考
え
で
す
。

町
長

　

長
等
の
損
害
賠
償

責
任
の
一
部
免
責
制

度
は
地
方
制
度
調
査
会
の

「
長
や
職
員
の
損
害
賠
償

責
任
に
つ
い
て
は
、
萎
縮

効
果
を
低
減
さ
せ
る
た
め
、 

軽
過
失
の
場
合
に
お
け
る

損
害
賠
償
責
任
の
個
人
へ

の
追
及
の
あ
り
方
を
見
直

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」

と
の
答
申
を
受
け
、
平
成

29
年
度
に
国
は
地
方
自
治

法
の
一
部
改
正
を
行
っ
た

の
で
す
。

　

斜
里
町
も
、
そ
の
規
定

に
基
づ
き
令
和
２
年
12
月

に
本
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

　

参
酌
基
準
に
照
ら
し
合

わ
せ
る
と
、
⑴
町
長
は
基

準
給
与
年
額
の
６
倍
、
⑵

副
町
長
、
教
育
長
な
ど
は

４
倍
、
⑶
公
平
委
員
会
の

委
員
、
農
業
委
員
会
の
委

員
又
は
固
定
資
産
評
価
委

町
長

町
長

斜
里
町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免

除
に
関
す
る
条
例
を
改
正
す
べ
き

問

速
や
か
に
条
例
改
正
を
行
っ
て
い
き
ま
す

町
長

＊参酌基準（軽過失のみ）
(1)　町長　6
(2)　副町長、教育委員会の教育長若しくは委員、選

挙管理委員会の委員又は監査委員　4
(3)　公平委員会の委員、農業委員会の委員又は固定

資産評価審査委員会の委員　2
(4)　職員(第2号に掲げる職員を除く。)　1

問

問

木村議員の録画
映像をチェック
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常
任
委
員
会
で
は

10
月
に
埼
玉
県
上
尾

市
の
「
子
ど
も
・
子
育
て

複
合
施
設
」
を
視
察
し
て

き
ま
し
た
。
保
育
園
と
療

育
施
設
の
併
設
は
双
方
に

と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

現
在
の
「
斜
里
地
域
子
ど

も
通
園
セ
ン
タ
ー
」
は
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、 

今
後
改
修
等
の
考
え
は
？

　
斜
里
郡
３
町
の

中
核
的
な
療
育
施

設
で
あ
り
、
地
域
の
療
育

ニ
ー
ズ
の
増
加
を
踏
ま
え
、 

保
育
と
療
育
の
一
体
的
な

提
供
を
進
め
て
い
く
必
要

築
50
年
！

施
設
改
修
が
必
要
で
は

　

令
和
８
年
度
か
ら

全
国
自
治
体
で
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

ス
ム
ー
ズ
な
開
始
と
今
後

活
用
す
る
た
め
に
解
決
す

べ
き
課
題
は
？

　
試
行
で
は
４
件

の
申
し
込
み
が
あ

り
、
延
べ
10
回
の
利
用
が

あ
り
ま
し
た
。
本
格
導
入

に
向
け
て
は
、
き
め
細
や

か
な
情
報
提
供
と
保
育
士

の
確
保
や
既
存
の
一
時
保

育
と
の
役
割
分
担
・
す
み

分
け
な
ど
が
課
題
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

職
員
の
募
集
を
行
う
な
ど

連
携
を
図
り
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
的

に
は
広
域
行
政
と
し
て
人

材
確
保
に
取
り
組
み
、
定

住
自
立
圏
の
枠
組
み
で
一

体
と
な
り
、
効
率
的
に
療

育
を
進
め
る
こ
と
も
一
つ

の
方
策
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

度
」
の
た
め
に
常
に
職
員

を
確
保
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
？

　
切
れ
目
な
く
、

き
め
細
か
く
、
確

保
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
双
葉

保
育
園
・
は
ま
な
す

小
暮
議
員
の
録
画

映
像
を
チ
ェ
ッ
ク

一 般 質 問 12月定例会議

小 暮 千 秋 議員
試
行
し
て
み
て
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
っ
た
か

　

一
時
保
育
や
「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制

問町
長

問

町
長

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

具
体
的
に
は
？

　
市
街
地
に
あ
る

双
葉
保
育
園
、
は

ま
な
す
保
育
園
と
通
園
セ

ン
タ
ー
を
統
合
す
る
方
向

で
検
討
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問町
長

６か月から３歳未満の
未就園児が対象です

「こども誰でも通園制度」
斜里町での課題は？問

保育士の確保や既存の一時保育との役割
分担・すみ分けが課題です町長

保
育
園
・
大
谷
幼
稚
園
・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・

子
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー
で

の
開
始
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
当
面
ウ
ト
ロ
の
お
子

さ
ん
は
こ
ち
ら
を
利
用
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

　
開
始
時
は
こ
の

５
施
設
を
利
用
し

て
い
た
だ
き
、
今
後
に
向

町
長

問

町
長

狭い、寒い、古い「斜里地域子ど
も通園センター」

保
育
士
確
保
が
課
題
！

問

一
時
保
育
と
の
違
い

　

一
時
保
育
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
と
違
い
、

「
親
の
都
合
」
で
は
な
く

「
お
子
さ
ん
の
成
長
機
会

の
創
出
」
を
目
的
と
し
た

制
度
で
す
。
気
が
ね
な
く

利
用
さ
れ
る
よ
う
工
夫
し

て
は
？

　
本
旨
や
意
義
を

し
っ
か
り
と
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問町
長

ウ
ト
ロ
地
区
の
お
子
さ

ん
の
受
け
入
れ
は
ど
こ

で
？

け
て
ウ
ト
ロ
保
育
所
で
の

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
・

検
討
を
進
め
る
考
え
で
す
。

こ
れ
か
ら
の「
斜
里
地
域
子
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー
」

に
つ
い
て

問

保
育
施
設
と
の
併
設
に
は
保
育
と
療
育
の
一
体
的

な
提
供
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す

町
長

問町
長

専
門
職
員
の
確
保
を
ど

う
す
る
？

　

現
在
、
言
語
聴
覚

士
や
作
業
療
法
士
な

ど
専
門
職
員
が
不
在
と
聞

い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

職
員
の
確
保
に
つ
い
て
ど

う
考
え
ま
す
か
？

　
斜
里
郡
3
町
で

保
育
士
等
の
専
門
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て
お
り
ま
せ
ん
。

　

高
温
高

圧
処
理
方

式
は
食
品
残
渣

処
理
に
多
く
使

用
さ
れ
て
い
ま

す
。
改
造
費
用

を
調
査
し
ま
し

た
か
。

　
か
な

り
の
額

に
な
る
と
い
う

担
当
段
階
の
計

算
で
す
。

　

生
ご
み
堆
肥
化
施

設
の
後
利
用
の
考
え

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
粗
大
ご
み
の
整

理
、
も
し
く
は
一

般
ご
み
の
一
時
保
管
場
所

と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

　

広
域
事
業
で
行
わ

れ
る
焼
却
が
ス
ト
ー

カ
方
式
の
場
合
、
焼
却
残

渣
の
発
生
は
10
％
程
度
と

い
わ
れ
て
お
り
、
斜
里
町

に
は
１
０
０
㌧
／
年
以
上

が
戻
り
ま
す
。
最
終
処
分

場
の
延
命
を
図
る
た
め
、

ガ
ス
化
溶
融
に
よ
る
ス
ラ

グ
化
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
生
成
ス
ラ
グ
の

利
用
が
確
保
で
き

な
い
こ
と
、
及
び
設
備
費

が
高
額
に
な
る
こ
と
か
ら

メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

最
近
で
は
紅
サ
ケ
、
キ
ン

グ
サ
ー
モ
ン
の
養
殖
も
試

み
ら
れ
て
い
ま
す
。
サ
ケ

科
魚
類
の
陸
上
養
殖
の
技

術
開
発
に
向
け
、
漁
業
者

や
漁
業
団
体
に
対
し
積
極

的
に
支
援
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。　

斜
里
町
が
最
も

重
視
す
る
魚
種
は

サ
ケ
で
あ
り
、
サ
ケ
資
源

の
対
策
を
優
先
し
つ
つ
、

サ
ケ
以
外
の
魚
種
や
魚
類

に
つ
い
て
も
養
殖
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
漁
業
協

同
組
合
や
漁
業
者
か
ら
の

要
望
に
応
じ
て
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

金
盛
議
員
の
録
画

映
像
を
チ
ェ
ッ
ク

一 般 質 問 12月定例会議

金 盛 典 夫 議員

サケ資源の減少に伴う水産振興対策につ
いて問

サケは最重要魚種。その他魚種の養殖事
業も関係者の要望に応じて支援したい町長

　

斜
里
町
は
農
業
・

漁
業
・
観
光
を
主
力

産
業
と
し
て
い
ま
す
が
、

特
に
漁
業
で
は
秋
サ
ケ
に

対
す
る
依
存
度
が
非
常
に

高
い
。
し
か
し
、
秋
サ
ケ

の
漁
獲
量
は
平
成
21
年
の

３
万
２
千
㌧
余
り
を
ピ
ー

ク
に
減
少
す
る
一
方
で
、

今
年
は
町
内
両
漁
組
合
せ

て
も
３
千
㌧
を
わ
ず
か
に

問

町
長

　

斜
里
町
は
斜
網
地

区
１
市
５
町
に
よ
る

一
般
廃
棄
物
処
理
広
域
処

理
事
業
に
参
加
す
る
予
定

で
す
が
、
従
来
通
り
循
環

型
社
会
形
成
を
追
及
す
る

立
場
を
と
る
べ
き
で
す
。

　
循
環
型
社
会
形

成
に
「
持
続
可
能

性
」を
加
え
て
進
め
ま
す
。

　

生
ご
み
は
水
分
が

80
％
以
上
あ
り
、
美

幌
ま
で
運
ん
で
焼
却
処
分

す
る
の
は
適
切
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
広
域
事
業
に
よ

っ
て
不
要
に
な
る
エ
コ
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
資
源

化
（
高
温
高
圧
処
理
）
施

設
を
活
用
し
て
生
ご
み
を

液
肥
に
し
、
農
地
還
元
す

べ
き
で
す
。

　
現
在
の
高
温
高

圧
処
理
施
設
を
液

肥
用
に
す
る
に
は
相
当
な

改
造
が
必
要
で
、
液
肥
製

造
も
農
地
還
元
も
検
討
し

問問問

問問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

循
環
型
社
会
形
成
の
た
め
の
一
般
廃
棄
物
の
処
理

に
つ
い
て

問

循
環
型
社
会
形
成
に
「
持
続
可
能
性
」
を
加
え
て

進
め
ま
す

町
長
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年

平
成
13
年

平
成
15
年

平
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平
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年
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年
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年

平
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平
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1
年

令
和
3
年

令
和
5
年

令
和
7
年

斜里町サケ漁獲量推移（㌧）

平成に入って25年ころまでは人工ふ化事業が功を
奏し豊漁が続いたが、その後は減少の一途をたど
っている

エコクリーンセンター資源化施設の高温高圧処
理装置。一般ごみ処理用に整備したが広域化事
業がスタートすると不要になる

超
え
る
程
度
で
す
。

　

不
漁
の
原
因
は
地

球
温
暖
化
な
ど
複
合

的
要
因
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
漁
業
者

の
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、 

漁
業
者
が
納
付
す
る

町
税
を
考
慮
す
る
と
、 

水
産
振
興
対
策
は
早

急
に
行
う
べ
き
課
題

で
す
。

　

他
の
地
域
で
は
ニ

ジ
マ
ス
、ギ
ン
ザ
ケ
、

サ
ク
ラ
マ
ス
の
ほ
か
、 
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首
長
主
導
で
協
議
を
開
始

し
、
医
師
不
足
解
消
や
共

同
事
業
等
３
町
合
同
病
院

も
視
野
に
入
れ
た
広
域
医

療
連
携
を
進
め
る
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
単
独
対
応
に
は

限
界
が
あ
り
、
圏

域
全
体
で
医
療
提
供
体
制

を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
合
同
病
院
の
議
論

を
避
け
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
現
実
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

持
続
可
能
な
医
療

ビ
ジ
ョ
ン
と
、
覚
悟

を
も
っ
て
立
ち
上
げ
た
地

域
包
括
医
療
支
援
室
の
成

果
と
今
後
の
戦
略
は
？

　
想
定
外
の
医
師

退
職
が
あ
り
常
勤

医
確
保
を
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

不
確
実
な
計
画
の

ま
ま
町
有
地
を
確
保

し
続
け
、
積
極
活
用
が
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
？

　
課
題
認
識
は
も

っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
計
画
と
は

別
に
小
型
船
、
大
型

船
共
同
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

現
在
使
用
し
て
い
る
東
港

で
検
討
す
る
案
も
代
替
手

段
と
し
て
同
時
に
検
討
す

べ
き
で
は
？

　
次
回
大
型
船
と

の
協
議
の
な
か
で

議
論
の
テ
ー
ブ
ル
に
の
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

べ
き
と
考
え
ま
す
。

一 般 質 問 12月定例会議

渡 邉 　 誠 議員

こう着状態は良いことではない。早期に事業者の
意思を確認しベストなアイデアを出していきたい町長

大
型
船
事
業
者
と
の
課
題

認
識
の
ズ
レ
に
つ
い
て

　

36
年
経
過
し
て
い

る
現
計
画
の
課
題
認

識
は
？

　
静
穏
度
の
状
態

や
防
舷
材
の
位
置

と
把
握
し
て
い
ま
す
。

　

港
の
間
口
の
狭
さ

や
大
型
バ
ス
の
駐
車

場
確
保
、
砂
の
除
去
の
継

続
担
保
、
経
営
判
断
の
難

し
さ
は
認
識
し
て
い
ま
す

か
？

　
正
式
な
場
で
は

聞
い
て
い
ま
せ
ん
。 

ま
ず
は
静
穏
度
を
解
決
す

問問問 町
長

町
長

渡邉議員の録画
映像をチェック

ウトロの観光船ターミナル整備について、
利用者と民間事業者の双方にとって、より
現実的かつ有益な案に基づき再検討すべき 
ではないか

問

一 般 質 問 12月定例会議

佐 藤 広 之 議員

国
保
病
院
の
方
針
に

つ
い
て

　

人
口
減
少
、
医
師

不
足
、
病
院
老
朽
化

は
3
町
共
通
の
課
題
で
す
。 

問問

町
長

佐藤議員の録画映像
をチェック

町
長

問

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

問問町
長

観
光
振
興
計
画
と
の
整

合
性
に
つ
い
て

　

第
２
次
斜
里
町
観

光
振
興
計
画
で
は
現

在
の
観
光
船
エ
リ
ア
が
ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
エ
リ

ア
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
36
年
前
の
計
画
と
の

整
合
性
は
？

　
イ
メ
ー
ジ
図
の

た
め
計
画
の
確
定

で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
検

問問問 町
長

町
長

討
の
余
地
が
あ
る
も
の
と

解
釈
し
て
い
ま
す
。

ウォーターフロントエリアとは『洗
練された活気あるウトロ・ハーバ
ー』と記載がある

斜
里
町
国
保
病
院
の
救
急
医
療
体
制
と
病
院
の
方

針
に
つ
い
て

問

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
の
維
持
に
努

め
ま
す

町
長

救
急
医
療
に
つ
い
て

　

現
在
、
か
か
り
つ

け
医
が
救
急
指
定
病

院
で
あ
っ
て
も
、
原
則
と

し
て
国
保
病
院
へ
搬
送
さ

れ
、
対
応
不
可
の
場
合
は

他
院
へ
転
送
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
緊
急
時
の
安

全
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。 

課
題
も
あ
り
30
年
以
上
見

直
さ
れ
て
い
な
い
救
急
搬

送
プ
ロ
ト
コ
ル
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
脳
卒
中
と
妊
産

婦
は
直
接
、
専
門

病
院
へ
搬
送
し
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
は
国
保
病
院
で

す
。 問問町

長

　
町
単
独
で
の
変
更
に
は

限
界
が
あ
り
、
周
辺
自
治

体
と
役
割
分
担
を
含
め
、

地
域
全
体
で
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

で
は
、「
検
討
」

は
い
つ
か
ら
始
め
ま

す
か
。

　
誰
か
が
時
期
を

決
め
て
す
ぐ
に
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 問町

長
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一 般 質 問 12月定例会議

斜里町の将来展望について問

非常に厳しい状況と捉えて
います町長

海 道 　 徹 議員

海道議員の録画
映像をチェック

議会広報常任委員会
⃝12月17日　・210号企画編集打合せ
⃝12月26日　・210号原稿提出締め切り
⃝１月９日　・210号ゲラ原稿の校正
⃝１月16日　入稿校了　２月１日発行

総務文教常任委員会
⃝10月21日
・町内所管事務調査日程及び調査内容について
⃝11月５日
・町内所管事務調査
⃝12月10日
・12月定例会議案件について
・町内所管事務調査報告書まとめ

産業厚生常任委員会
⃝10月２日（第６回）
・町内所管事務調査日程及び調査内容について
⃝10月15日　・町内所管事務調査
⃝10月27〜30日　・道外所管事務調査
⃝12月９日
・12月定例会議案件について
・町内所管事務調査報告書まとめ
・道外所管事務調査報告書まとめ

委 員 会 活 動 報 告

議会運営委員会
⃝１０月２１日(第８回)～１２月１８日(第１２回)
（主なもの）
・議員の派遣議決について
・委員会のインターネット配信について
・１１月臨時会議に係る協議について
・１２月定例会議に係る協議について
・議会まちなかカフェについて　　　　　　等々

　

い
ま
、
町
民
の
大

き
な
関
心
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
国
保
病
院
の

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
聞
か
さ
れ
る
の
は
、 

病
院
の
経
営
、
対
応
な
ど

色
々
な
厳
し
い
意
見
を
聞

い
て
い
ま
す
。
町
長
は
こ

の
現
実
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
非
常
に
厳
し
い

状
況
と
捉
え
て
い

ま
す
。
現
時
点
で
は
常
勤

医
師
の
確
保
に
全
力
を
注

ぎ
込
む
考
え
で
す
。

　

副
町
長
を
2
名
体

制
に
し
ま
し
た
。
厳

し
い
財
政
の
中
、
報
酬
も

2
名
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

病
院
専
任
の
副
町
長
が
本

当
に
必
要
だ
っ
た
の
か
伺

い
ま
す
。　

常
勤
医
師
の
退

職
に
よ
り
、
医
療

体
制
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。 

病
院
の
課
題
解
決
に
向
け

て
指
揮
役
を
置
く
必
要
が

あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
理

由
で
す
。

　

特
養
や
す
ら
ぎ
の

苑
・
福
祉
会
へ
の
今

問問

後
の
支
援
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
地
域
に
不
可
欠

な
社
会
基
盤
で
あ

り
、
法
人
か
ら
の
無
償
譲

渡
を
受
け
必
要
な
改
修
に

努
め
て
い
く
な
ど
、
福
祉

会
と
の
協
議
を
重
ね
安
定

運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
の
総
事
業
費
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
総
事
業
費
は
、

昨
今
の
物
価
上
昇

率
を
考
慮
し
ま
す
と
、
約

１
８
５
億
円
と
見
込
ま
れ
、 

斜
里
町
の
負
担
額
は
約
20

億
円
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

付
帯
整
備
に
つ
い
て
は
斜

里
町
の
負
担
額
は
2
億
円

と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
大
型
事

業
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
斜
里
町
の
財
政
は

大
丈
夫
な
の
か
伺
い
ま
す
。

　
町
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
を
見

極
め
、
事
業
の
先
送
り
、

中
止
、
規
模
の
見
直
し
な

ど
再
検
討
を
適
時
適
切
に

行
い
町
政
運
営
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

問問 町
長

町
長

町
長

町
長

斜里町議会では、常設の４つの委員会が各々の役割を持ち活動しています。
それぞれの委員会の活動内容をお伝えします。

問

町
長



＜　＞11 斜里町議会だよりNo.210　令和８年・2026年２月号

第３回　議会モニター懇談会 10月23日㈭
　ゆめホール知床にて第３回議会モニター懇談会
を開催しました。
　モニター４名の出席をいただき、限られた時間
ではありましたが活発な意見交換ができました。

国保病院について
◦副町長が２名になったが、どう変わったか。
◦自動車を運転できなくなると通院は相当不便、町民のた

めの方策を考える必要がある。
◦近くに病院がないと困る、赤字をなくす方法はないか？
◦外国人旅行者に対する病院の対応は？
◦斜里町出身者や縁のある医師に声をかけて来てもらうこ

とは？
町政全般について
◦空き家対策を考えるべき。
◦リフォーム助成制度は複数回の利用ができない。
少子化対策について
◦子どもが少なくなっているが、なかなか名案がない。

議会モニターからの声

①令和８年２月１日（日） 13：00～16:00
　斜里町公民館ゆめホール知床（ホワイエ）

②令和８年２月２日（月） 14:00～17:00
　ウトロ漁村センター（１階大ホール）

③令和８年２月３日（火） 15：00～18:00
　総合保健福祉センターぽると21
　（２階研修室）

の の お知らせお知らせ

１２月定例会議
議会モニターの感想

　１２月定例会議を視聴した
感想を、議会モニターの方
に書いていただきましたの

でご紹介します。

　今回、YouTubeで議会を視聴しました。
議会は自分の生活とは少し距離のある存
在だと感じていましたが、実際に視聴し
てみると、町民の暮らしや将来に深く関
わる大切なことが話し合われている場で
あることを改めて実感しました。
　一方で、専門的な言葉が多く、少し難
しいと感じる場面もありました。町の将
来に関わる大切な話し合いだからこそ、
より多くの町民が関心を持ち、気軽に触
れられる工夫が必要だと感じました。
　今回の視聴を通して、町政を他人事と
して捉えず、自分自身のこととして考え
ることの大切さに気がつきました。

宮腰 康生 さん

議会まちなかカフェ議会まちなかカフェ

日時・場所（予定）

委員会をインターネットで試行配信します
　現在インターネットで配信してお
ります本会議に加えて、２月～９月
にかけて委員会も試行としてインタ
ーネットで配信します。
　試行配信する委員会については、

改めて議会ホームページ・議会フェ
イスブックにてお知らせします。ご
視聴いただけますようお願いします。

※当日急な変更があるかもしれませんがご理解願います。

HP：http://gikai-sharitown.net/
FB：https://www.facebook.com/shari.gikai/ 議会ホームページ 議会Facebook

　２回目のまちなかカフェを開催しま
す。１回目は８月に開催し、３会場合
わせて２０名の方に参加いただきました。皆様方といろい
ろなお話が出来たことにより、議会として大変有意義な
時間となりました。
　今回も前回と同様、テーマもなく自由に懇談いただけ
ます。気軽に皆様とお話しできることを楽しみにしてお
りますので、ご参加よろしくお願いします。



＜　＞12斜里町議会だよりNo.210　令和８年・2026年２月号

青森

岩手

宮城

福島
新
潟

静
岡

茨城栃木

埼玉

東京山
梨

千葉

神奈川

群馬

山形

秋田

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会  

道
外
所
管
事
務
調
査
報
告

道
外
所
管
事
務
調
査
報
告  

　　
　
　
　
　

　
　
　
　
1010
月月
2727
〜〜
3030
日日

①
岩
手
県
庁

岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
介
護
人
材
確
保
を
目
的
に
、 

介
護
・
福
祉
・
保
育
分
野
へ

の
就
職
を
希
望
す
る
方
々
へ

の
相
談
支
援
や
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
る
「
介

護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事

業
」
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

②
岩
手
県
紫
波
町
役
場

紫
波
町

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

公
民
連
携
の
成
功
事
例
と

し
て
有
名
な
紫
波
町
「
オ
ガ

ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
Ｊ

り
ま
し
た
。

　

… 

☆ 

… 

☆ 

… 

☆ 

… 

☆ 

…

③
埼
玉
県
上
尾
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
複

合
施
設
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

（
ア
ゲ
コ
コ
）

　

施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
2

つ
の
保
育
所
、
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
、
こ
ど
も
発
達

セ
ン
タ
ー
の
4
施
設
を
統
合

し
２
０
２
４
年
に
オ
ー
プ
ン

し
た
施
設
で
す
。
明
る
く
開

放
的
な
施
設
で
、
今
後
の
保

育
施
設
整
備
に
向
け
て
先
進

事
例
を
視
察
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

… 

☆ 

… 

☆ 

… 

☆ 

… 

☆ 

…

④
東
京
都
三
鷹
市
役
所

三
鷹
市
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
全
体
構
想
に
つ
い
て

　

令
和
5
年
に
「
三
鷹
市
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
構
想
」 

を
策
定
し
、
高
齢
者
の
外
出

機
会
を
増
や
す
こ
と
が
体

力
・
気
力
の
維
持
に
つ
な
が

る
と
い
う
福
祉
の
観
点
か
ら

「
交
福
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

い
う
理
念
の
も
と
地
域
公
共

交
通
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
回
は
特
に
Ａ
Ｉ
デ
マ

ン
ド
交
通
に
つ
い
て
詳
し
く

伺
い
ま
し
た
。

◦
常
任
委
員
会
の
道
外
所

管
事
務
調
査
は
任
期
4

年
の
う
ち
1
回
の
み
で

す
が
、
斜
里
町
の
課
題

に
添
っ
た
候
補
地
の
選

出
を
行
い
、
各
委
員
が

事
前
調
査
を
し
た
う
え

で
現
地
で
の
視
察
を
し

て
い
ま
す
。

　
　

見
て
き
た
だ
け
で
終

わ
ら
せ
ず
、
今
後
の
政

策
議
論
に
役
立
て
て
ま

い
り
ま
す
。

◦
委
員
会
報
告
書
、
各
委

員
の
報
告
書
は
議
会
事

務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
　

ご
希
望
の
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｒ
紫
波
町
駅
前
の
町
有
地

10
・
７
ha
を
中
心
に
公
共
施

設
と
宿
泊
施
設
や
病
院
、
直

売
所
、
飲
食
店
が
並
び
、
町

の
中
に
必
要
な
機
能
を
ギ
ュ

ッ
と
詰
め
込
ん
だ
「
街
」
づ

く
り
は
こ
れ
か
ら
の
都
市
計

画
や
官
民
連
携
の
参
考
に
な

①②

④

③

①岩手県庁①岩手県庁

②岩手県紫波町 役場②岩手県紫波町 役場②岩手県紫波町 図書館②岩手県紫波町 図書館

③子ども・子育て支援複合施設③子ども・子育て支援複合施設
　AGECOCO　AGECOCO

④三鷹市役所④三鷹市役所
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町
内
所
管
事
務
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
毎
年
1
回
所
管

す
る
産
業
、
保
育
、
福
祉
等

の
各
分
野
に
つ
い
て
、
施
設

の
現
況
や
適
切
に
事
業
が
行

わ
れ
て
い
る
か
を
視
察
す
る

も
の
で
す
。
今
年
度
は
以
下

の
5
ヶ
所
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

す
ら
ぎ
の
苑

　

老
朽
化
が
進
む
施
設
現
況

を
視
察
し
国
保
病
院
・
地
域

包
括
医
療
支
援
室
設
置
後
の

状
況
や
現
場
で
の
課
題
に
つ

い
て
聞
き
取
り
を
し
ま
し
た
。

　
安
定
し
た
職
員
の
確
保
や
、 

今
後
の
大
規
模
修
繕
な
ど
が

課
題
で
す
。

②
み
ど
り
工
房
し
ゃ
り

　

多
目
的
広
場
及
び
交
流
広

場
の
指
定
管
理
者
公
募
に
あ

た
り
、
現
況
の
確
認
を
し
ま

し
た
。

　

令
和
8
年
度
か
ら
新
た
な

指
定
管
理
者
に
よ
り
キ
ャ
ン

プ
場
を
は
じ
め
広
場
の
管
理

が
行
わ
れ
ま
す
。

③
知
床
斜
里
駅

　

今
年
度
１
０
０
周
年
を
迎

え
た
知
床
斜
里
駅
。

　

旧
観
光
案
内
セ
ン
タ
ー
を

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
現
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

④
オ
ン
ネ
ベ
ツ
川
鮭
鱒
観
覧

施
設

　

サ
ケ
の
遡
上
を
見
る
た
め

に
観
光
客
も
多
く
か
つ
て
は

人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
で
仮
設
ト

イ
レ
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
近
く
に
流
氷
へ

の
注
意
喚
起
看
板
を
設
置
予

定
の
こ
と
か
ら
視
察
し
ま
し

た
。

⑤
ウ
ト
ロ
漁
港
荷
捌
き
内
低

温
室

　

多
獲
魚
種
以
外
の
漁
獲
物

を
一
時
保
管
す
る
低
温
室
は

6
月
に
整
備
を
完
了
し
順
調

に
稼
働
し
て
お
り
、
出
荷
ま

で
高
品
質
で
保
管
で
き
る
こ

と
は
競
争
力
の
強
化
に
効
果

的
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

①
斜
里
町
水
道
事
業
の
概
要

水
源
地
の
保
有
状
況
に
つ

い
て

　

斜
里
地
域
の
場
合
は
ウ
ト

ロ
と
違
い
、
湧
水
を
利
用
し

コ
ス
ト
も
掛
か
ら
ず
、
効
率

よ
く
運
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
35
年
に
開
設
し
、
令

和
7
年
4
月
1
日
現
在
、
給

水
人
口
は
１
３
，２
０
０
人
、

1
日
平
均
給
水
量
は
８
，
０

０
０
ｔ
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

②
来
運
公
園
視
察

　

公
園
全
体
は
、
草
刈
り
も

さ
れ
て
お
り
き
ち
ん
と
管
理

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

公
園
の
案
内
看
板
が
腐
食

し
て
お
り
、
新
規
に
建
て
替

え
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
フ
ェ
ン
ス
が
一
部
破

損
状
況
に
あ
る
た
め
、
補
修

が
必
要
で
す
。

③
斜
里
駅
内
の
旧
観
光
案
内

セ
ン
タ
ー
の
現
状
に
つ
い

て

　

観
光
案
内
セ
ン
タ
ー
は
廃

止
し
て
お
り
、
現
状
で
は
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
の
利
用
方

法
を
検
討
す
る
余
地
は
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
Wi

−

Fi
の
整
備
、

水
道
設
備
等
が
必
要
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

④
中
斜
里
・
三
井
・
峰
浜
の

防
災
備
蓄
の
現
状
視
察

　

最
低
限
の
備
蓄
は
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
保
存
方
法
は
あ

ま
り
好
ま
し
く
は
な
い
と
考

え
ま
す
。

　

今
後
、
特
に
身
に
ま
と
う

毛
布
類
等
は
、
各
自
治
会
と

協
議
を
し
備
蓄
方
法
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
自

治
会
館
の
中
に
、
備
蓄
す
る

な
ど
）

⑤
斜
里
町
立
図
書
館
み
ら
い

キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
視
察

　

本
の
貸
し
出
し
ば
か
り
で

は
な
く
、
小
学
５
年
生
か
ら

中
学
3
年
生
ま
で
を
対
象
と

し
、「
知
る
・
学
ぶ
・
考
え
る
」

に
寄
り
添
う
活
動
を
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
図
書
館
職

員
が
中
心
と
な
り
開
催
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
一
層
の
環
境
づ
く

り
に
期
待
し
ま
す
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会  

町
内
所
管
事
務
調
査
報
告　

町
内
所
管
事
務
調
査
報
告　
1010
月月
1515
日日

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会  

町
内
所
管
事
務
調
査
報
告　

町
内
所
管
事
務
調
査
報
告　
1111
月月
55
日日

①特別養護老人ホームやすらぎの苑①特別養護老人ホームやすらぎの苑

②みどり工房しゃり②みどり工房しゃり

③知床斜里駅③知床斜里駅

④オンネベツ川鮭鱒観覧施設④オンネベツ川鮭鱒観覧施設

⑤ウトロ漁港荷捌き内低温室⑤ウトロ漁港荷捌き内低温室

①来運貯水池①来運貯水池

②来運公園②来運公園

③知床斜里駅③知床斜里駅

④防災備蓄倉庫（中斜里）④防災備蓄倉庫（中斜里）

⑤斜里町立図書館⑤斜里町立図書館
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斜里町議会議員定数・報酬等に関する
アンケート調査結果報告

調　査　方　法

　今調査については、より多くの方のご意見を取り入れることを目的に、無作為抽出した斜里
町民１，０００人を対象とした調査と、斜里町議会ホームページおよび斜里町議会Facebookを活用
したWeb調査のハイブリッド方式で行いました。

（１）調査対象者　斜里町民無作為抽出　１，０００人（１８歳以上）

（２）実 施 期 間　令和７年１０月１日（水）～１０月３１日（金）

（３）調査回答方法　郵送で配布、QRコードによる回答または紙での回答（郵送、FAX、持参）

（４）回 収 結 果　回収率３４．１％（３４１人）
 　　　　　　　　　◦QRコードによる回答…１４１人　◦紙での回答…２００人

（１）あなたの年齢を教えてください。
（２）あなたの性別を教えてください。
（３）現在の議員定数は１３名ですが、この人数についてどう思いますか。
（３－１）（３）で「多い」または「少ない」を選ばれた理由は？（自由記載）
（４）議員報酬は月額１９０，０００円ですが、どう思いますか。
（４－１）（４）で「多い」または「少ない」を選ばれた理由は？
（５）政務活動費の交付についてどう思いますか。
（５－１）（５）で「必要」または「不要」を選ばれた理由は？（複数回答可）
（６）議員のなり手不足の原因についてどう思いますか。（複数回答可）
（７）あなたがもし議員になるとすれば、どのような条件整備を望みますか。（複数回答可）
（８）あなたが町議会議員に望むことはありますか。（自由記載）
（９）町議会へのご意見等があればご記入ください。（自由記載）

調　査　項　目

　斜里町議会では昨年９月定例会議において「斜里町議会議員定
数・報酬等調査特別委員会」を立ち上げ、多様な人材の参画を促
す観点と、議会・議員の活動量を踏まえ、「議員定数」「報酬等」
を調査研究しています。
　町民の皆さまの議会に関するご意見・ご要望を伺い、今後の町
議会のあるべき姿を構築することを目的にアンケート調査を実施
しました。
　今回、ご協力いただいた皆さまには心より感謝申し上げます。
皆さまからいただいた貴重なご意見については、今後の特別委員
会での調査研究に役立ててまいります。
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９７件の回答（↓主な意見）
◆「多い」を選んだ方の回答：９５件

・人口１０,０００人前後の町で、議員定数13名は多
い。

・今後、人口が減少するのだから１０名程度まで削
減すべき。

・人口１,０００人あたり１名が妥当。
・全国的な基準に合わせるべき。
・美幌町や遠軽町など、他町と比較しても斜里は

過大である。
・議員が何をしているのか分からない。
・議員の活動が見えない。
・議員の成果が伝わってこない。
・無駄な研修、旅費を見直すべき。
・議員報酬や経費の削減で財政を健全化すべき。
・定数を減らすことによる財政効果は大きい。
◆「少ない」を選んだ方の回答：２件

・年齢層にもよるが、１３名しかいないと意見の偏
りが出てしまうのではないか。

・もっと色々な立場の方が関わることができれば
良いと思う。

あなたの性別を教えてください。（２）

あなたの年齢を教えてください。（１）

20代
37人
11%

30代
49人
14%

40代
72人
21%

50代
50人
15%

60代
65人
19%

70代
40人
12%

80代以上
23人
7%

18～19歳
5人
1%

男性
161人
47%

女性
170人
50%

答えたくない
10人
3%

現在の議員定数は１３名ですが、この人
数についてどう思いますか。

（３）

（３）で「多い」または「少ない」を
選ばれた理由は？（自由記載）

（3−1）

多い
124人
37%

適当である
134人
39%

わからない
79人
23%

少ない
4人
1%

調　査　結　果
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政務活動費の交付についてどう思いま
すか。

（５）

（５）で「必要」または「不要」を選ばれ
た理由は？（複数回答可）

（5−1）

必要
82人
24%

不要
129人
38%

わからない
130人
38%

その他（自由記載）３２件の回答（↓主な意見）
◆「必要」を選んだ方の回答：１４件
・斜里町はこれからも観光地として栄えると思うの

で政務活動費は必要だと思う。
・使用目的をはっきりと示し、必要な時に必要なだ

け支給すれば良いと思う。
・払うべきとは思うが査定が必要。
・必要であれば交付すべき。しかしながら本当に必

要な公務か疑問も多く感じる。
・使い道を正確に報告すれば良い。
◆「不要」を選んだ方の回答：１８件
・報酬から支出すべき。
・議員自身の資質を高めるため、自費で賄うのが当

然と思う。
・使い道が良くわからない経費であるため、私的に

使っているのではないかと誤解を生む可能性があ
る。

・調査研究費や資料購入費とは？研修費も町にメリ
ットはあるのか？

・国会議員のように領収書が不要なお金であるのな
らば絶対に交付すべきではない。

※議員の調査研究などの活動に資するため、必要な経費の一部と
して交付されるもの。斜里町議会では交付されていません。

0 20 40 60 80 100 120 140

未回答

議員に政策立案能力を
高めてもらうため

調査・研究を活発にし
てほしいため

使い道が不明確である
ため

公費で負担すべきでは
ないと考えるため

その他

45 (13％)

63 (18％)

108 (32％)

42 (12％)

35 (10％)

124 (36％)

議員報酬は月額１９０，０００円ですが、ど
う思いますか。

（４）

多い
55人
16%

適正である
143人
42%

わからない
93人
27%

少ない
50人
15%

８３件の回答（↓主な意見）
◆「多い」を選んだ方の回答：３９件
・議員が何をしているのか、何を実現させたのかが

分からない。
・毎日活動しているとは思えないのに、この報酬額

は高額に感じる。
・財政が赤字なら見直すべき。
・期末手当が２回も支給されることを考えたら多い

と思う。
・議員はボランティアであるべき。
◆「少ない」を選んだ方の回答：４４件
・生活費を確保できる水準に上げるべき。
・本業として収入源となる額にすべき。
・こんなに低い報酬では若い人が議員になりたがら

ないのでは。
・議員定数を減らしつつ、活躍している方には相応

の報酬を払うことで質の向上を図るべき。
・専門性に応じた報酬の設定や、成果に応じた評価

基準の導入を求める。

（４）で「多い」または「少ない」を
選ばれた理由は？（自由記載）

（4−1）
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議員のなり手不足の原因についてどう
思いますか。（複数回答可）

（６）

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

未回答

その他

60 (18％)

152 (45％)

15 (4％)

27 (8％)

29 (9％)

189 (55％)

117 (34％)

家族の同意が得られない

仕事との両立が難しい

政治に興味がない

議員の役割に魅力がない

報酬が低い

その他（自由記載）2２件の回答（↓主な意見）
・具体的に何をしているのかわからない。
・年配の議員のおかげで、若者の意見が通らないた

め。
・成り手不足とは思わない。人数を減らせばいいだけ。
・選挙活動にお金がかかるため、それなりの資産が

無いと厳しいと思う。
・仕事との両立をしやすくするため、夜間の会議な

ども考えてよいのでは。
・仕事、日常生活ともに余裕のある人でなければ無理。
・報酬が少ないから仕事と両立しなければならない

のでは？

あなたがもし議員になるとすれば、ど
のような条件整備を望みますか。
（複数回答可）

（７）

0 50 100 150 200

未回答

その他

72 (22％)

97 (28％)

21 (6％)

24 (7％)

134 (39％)

207 (61％)

63 (18％)

報酬の増額

介護・育児と両立でき
る環境

兼業しても負担になら
ないこと

研修制度の充実

福利厚生の充実

その他（自由記載）２０件の回答（↓主な意見）
・兼業しなくても充分生活していける報酬となるよ

うな仕組みを整備すべき。
・やりがいや魅力を教えてほしい。
・斜里町を良くしようと思う仲間がいる事が条件。
・兼業で生活に負担にならない報酬の低い議員と、

専業でしっかりと活動に積極的に参加する報酬の
高い議員を作るのはどうか。そうすれば色々な人
が議員になりやすくなるのではないか。

あなたが町議会議員に望むことはあり
ますか。（自由記載）

（８）

１１３件の回答（↓主な意見）
・医療（国保病院医師）の安定化。
・人口減少問題、介護施設や人材不足の解消。
・子育て支援にもっと力を入れ、子育てがしやすい

町にしてほしい。
・教育福祉、特に障害児教育にもっと力を入れて考

えてほしい。
・議員の活動をもっとわかりやすく広報などで報告

してほしい。
・もっと活動している内容を町民に示すべき。何を

してるかわからない。
・議員全体の質を上げてほしい。
・財政破綻しないよう、お金の使い方を考えてほし

い。
・定期的に町民の所をまわり、いま困ってることに

耳をかたむけてほしい。
・町民の声をもっと聞くべき。仕事をしっかりして

ほしい。

町議会へのご意見等があればご記入く
ださい。（自由記載）

（９）

７３件の回答（↓主な意見）
・無駄な支出をなくしてほしい。例えば交通量が少

ない道路の補修工事など。
・政務活動費について、用途や支出を明確化する仕

組みは作られているのか？
・税金の使い道が目や体で感じられるような、ここ

に住んでいて良かったと思える町づくりをお願いした
い。

・温泉施設を作るという町のトップがいるが、未来
を担うのは子どもたちである。実際に保育施設を
見に行ってほしい、優先順位が変わるはず。

・子どものために公園などを増やすべきでは？
・主に必要なことは外国人ではなく、日本人の移住

者を増やし、斜里町を存続させることだと思う。
・斜里町に新しく住みたい、このままずっと住んで

いたいと思ってもらえる町にするために環境を整
えていっていただきたい。

・ふるさと納税の返礼品をもっと魅力的にして、歳
入を増やす努力をしてほしい。

・活動発信が足りていない。町民が自分事として受
け止められるよう、議会の活動を見える化してほ
しい。
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斜
里
の
山
々
が
白

く
染
ま
り
、
流
氷
の

季
節
を
待
つ
本
格
的

な
冬
が
や
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

２
０

２
５
年
を
締
め
く
く

る
12
月
定
例
会
議
は

『
全
員
協
議
会
』
で

病
院
の
経
営
体
制
、

地
域
公
共
交
通
の
あ

り
方
な
ど
町
民
の
皆

様
の
暮
ら
し
に
直
結

す
る
重
要
な
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
こ
れ

か
ら
も
皆
様
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
貴
重
な
ご

意
見
こ
そ
が
、
よ
り

良
い
誌
面
づ
く
り
の

何
よ
り
の
原
動
力
で

す
。

　

早
い
も
の
で
今
年

度
も
残
り
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。
斜
里

の
厳
し
い
寒
さ
の
中

で
も
、
議
会
の
熱
意

が
皆
様
の
心
に
届
く

よ
う
、
今
後
も
誠
実

に
発
信
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

編
集
後
記
　

こ
の
広
報
誌
が
皆

様
の
手
に
届
く
頃
に

は
新
し
い
年
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
と
っ
て
希

望
に
満
ち
た
健
や
か

な
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
委
員
会

　
　

荒 

木　

敏 

則

　
　

渡 

邉　
　

 

誠

　
　

小 

暮　

千 

秋

　
　

石 

井　

博 

美

　
　

佐 

藤　

広 

之

　
　

海 

道　
　

 

徹

令
和
７
年
度

高
校
生
模
擬
議
会

　

11
月
25
日
、
令
和
7
年
度

高
校
生
模
擬
議
会
が
開
催
さ

れ
、
斜
里
高
校
3
年
次
生
6

名
が
議
員
と
な
っ
て
一
般
質

問
を
行
い
、
町
長
と
議
論
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
の
視
点
か
ら
町
の

課
題
を
抽
出
し
、
公
園
遊
具

の
充
実
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

増
便
や
複
合
施
設
の
整
備
な

ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
知
床
学
」
の
授
業
の
一

環
と
し
て
昨
年
に
続
き
2
回

目
の
開
催
と
な
っ
た
模
擬
議

会
で
す
が
、
高
校
生
が
「
地

方
創
生
」
を
テ
ー
マ
に
選
び

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
心
を

持
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
と
て

も
う
れ
し
く
、
斜
里
町
の
明

る
い
未
来
を
感
じ
ま
し
た
。

『公園革命！』泉谷琉仁さん　杉山海知さん

『ウトロ交通網の強化！』
内野広司さん　津田唯利さん

『斜里町の未来を見据えた町民
が集まる複合施設の整備』
奥山琥珀さん　佐藤　礼さん


